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実験１

１）感染方法ネコへの感染は，まずマウスに胞子形

成オオシスト１．１×105～2.7×105個を経口投与して被鞘

原虫を形成させておき，１～３週間後に殺処分して腸間

膜リンパ節と脾臓との生理食塩液プール乳剤を７匹のネ

コに経口投与することにより行なった．この時のネコ１

匹に対する乳剤の投与量はおよそマウス１匹分に相当す

る．

２）投薬方法投薬量は１日1匹あたり200ｍｇ/k９，１００

ｍｇ/kｇおよび50ｍｇ/kｇの３段階に分け，１群２匹ずつ

おのおの全量摂取されるように餌に混ぜて投薬した投

薬は，感染当日（０日）から感染後６日目まで１日１回

７日間行なった．なお残りの１匹は無投薬対照とした．

投薬後，感染ネコでの臓器内原虫の有無を調べるた

め，感染後20日目に上記ネコを殺処分し，その各臓器を

次代のネコに食べさせた．投与臓器は，腸，臂筋，肝

臓，脾臓，腸間膜リンパ節を混合して投与した．

３）薬剤効果の判定オオシスト排泄の有無および殺

処分時の腸内原虫の有無により効果を調べたオオシス

トの検査は薦糖液浮遊法で，腸内原虫は空腸下部から回

腸の腸粘膜の生鮮標本を作製して鏡検した．なお，同様

の検査を実験２でも行なった．

実験２

感染ネコに１群１匹ずつＳＭの200ｍｇ/kｇを感染当

日から１日１回７日間投薬し，感染後７日目と21日目に

殺処分した．これら２群のネコの腸粘膜，譽筋，および

肝臓・脾臓・腸間膜リンパ節の実質臓器３種類の臓器を

別々に次代のネコに食べさせた．なお，腸粘膜は空腸下

部から回腸まで約10ｃｍの部分の粘膜をかきとり，生理

食塩液乳剤を作製して経口投与した．

マウスにおける試験

緒 論

イヌ，ネコのISosPomについての研究が進むにつれ，

これらのISosPomもＴＯｊｒ"んＳｍαと同様に，原虫が

固有宿主の腸以外の臓器にも侵入すること（Dubeyand

FrenkeL1972)，また，マウスなど非固有の宿主にも感

染して被鞘原虫（ensheathed-zoites）を形成し，この被

鞘原虫を本来の宿主であるイヌまたはネコに食べさせる

と，その生活環を継続してオオシストを排泄すること，

すなわちheteroxenousな生活環をたどることが明らか

になった（FrenkelandDubey，１９７２；伊藤ら，1975)，

その結果,これらのコクシジウム病が新らたなzoonosis

として,近い将来大きな問題になることと思われるしか

し，これらＴｂ工OPmS,,zα以外のISoSPo,-αに対する有効

な薬はまだみあたらない．そこで著者らはＴｂ工ｏｐｍｓ７"α

増殖型に極めて有効なsulfarnonomethoxine（Ｉｔｏｅｒ

ａＪ.，１９７４；TsunodaeZaZ.，1966)のネコ寄生ISos'ｏ７ｚｚ

ｒｉＭｍに対する効果を調べた．

材料および方法

実験動物

仔ネコは体重280～7509,マウスはＣＦＷ系，体重

20～259のものを用いた．ともに実験前約10日間糞便検

査を行ない，オオシスト陰性のものを使用した．

ISospom7iUo"α原虫

野外のネコより得られたISos'0,-a7iUoZza（1.γｉＭＩＺα）

のオオシストを単一オオシスト法（角田・石井，1971）

によって株化したものを使用した．

薬剤

sulfamonomethoxine（ＳＭ）の純末を使用した．

ネコにおける試験

（２７）
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１）感染方法胞子形成オオシスト１．３×105個をマウ

スに経口投与した．

２）投薬方法ＳＭの２，０００ppm混合飼料を,感染前

日から感染後６日目までの８日間投与した．餌は１日１

匹当り５９を与えた．

３）薬剤効果の判定感染後13日目に殺処分し，腸間

膜リンパ節の生鮮標本を作製して鏡検し，被鞘原虫の有

無を調べた．

実験１

投薬群は全例殺処分した20日目までオオシストの排泄

は全く認められなかった（Tablellまた，殺処分時

の腸粘膜検査ではいかなる発育期の原虫も検出されなか

った．感染・無投薬対照群は一過`性に食欲の廃絶がみら

れ，prepatentperiodは４～５日，ＯＰＧ値の最高は

５０×105～1.2×106個であった．

投薬群ネコの各臓器を混合して食べさせた次代のネコ

からは，全例５日目より多数のオオシストの排泄が認め

られた．

実験２

結果

ネコにおける試験

（２８）
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ＳＭ５０ｍｇ/kg/day以上を７日間投薬することによって

オオシストの排泄は全く認められていない（著者ら，未

発表)．

ISospoγαに対する投薬試験の報告は極めて少ないが，

SheHHeldandMelton(1976）は同じISosPo,ロに属する

TbroPmSl"αに対しネコでの投薬試験を報告している．

それによるとＴｍ，”〃s'"αｇｏ"〃のｃｙｓｔを経口投与

し，pyrimethamineとsulfadiazineの合剤を感染２日

前から感染後10日目まで投薬したネコでのオオシストの

排泄状況を調べ，prepatentperiodが無投薬対照群の

３日に比べ13～16日と大幅に延長したことを報告してい

る．彼らはこの理由について「投薬により大半の原虫は

死滅したが，一部の原虫が生き残り，投薬終了後に増殖

してオオシストを形成したためであろう」と述べてい

る．今回著者らが行なった１．がＭｍの場合は，ＳＭ

の投薬により投薬終了後もオオシストの排泄は認められ

ず，殺処分時における腸粘膜検査でも原虫は検出されな

かった．

ＺｒｊＵｏＪｚａは腸内原虫を無感染健康ネコに経口投与す

ると，新宿主の腸内でその後の発育を継続する性質があ

る（西川ら，1975)．実験２で感染後７日目に殺処分し

た無投薬対照ネコの腸粘膜（無性生殖期原虫出現中）を

経口投与した次代のネコが２日目からオオシストを排泄

したのはそのためである．しかし，７日目と21日目に殺

処分した投薬ネコの腸粘膜をそれぞれ次代のネコに経口

投与した場合は，いずれもオオシストの排泄は認められ

なかった．これらのことから，ネコの腸粘膜における原

虫の発育はＳＭによって阻止されたものと思われる．

しかし腸以外の臓器内に侵入した原虫は，臓器を投与

したネコでオオシストの排泄がみられたことから明らか

なように，ＳＭの投与後も生存していた．臓器内原虫

（DubeyandFrenkel，1972）の生物学的性状について

はまだ不明の点が多く現在検討中であるが，Ｚ６ｅ"iの

ように長期間にわたりオオシストの排泄が認められる

ISospom1があることなどを考えると，後日これらの原虫
が腸粘膜に移行してgametogonyを行なう可能性も考

えられる．

一方，ネコ以外の動物でのＳＭの効果を調べるため，
マウスに感染・投薬したが，腸間膜リンパ節から感染無

投薬対照群と同様に多数の被鞘原虫が検出され，原虫の
侵入，生存を阻止することはできなかった．

結論

ネコ寄生１．７iuoJ/αに対するsulfamonomethoxine

実験１では２代目のネコがオオシストを排泄したの

で，実験２では２代目のネコに与える初代ネコの臓器を

腸粘膜とその他の臓器とに別けて調べた．その結果，腸

間膜リンパ節などを投与した２代目ネコは全例にオオシ

ストの排泄がみられたが，投薬ネコの腸粘膜を与えた２

代目ネコは２例ともオオシストを排泄しなかった．

マウスにおける試験

投薬群は，無投薬対照群と同様に全例腸間膜リンパ節

から多数の被鞘原虫が検出された（Table２）．

Table2Effectofsulfamonomethoxine

againstImFPo7a7iuoJZainｍｉｃｅ

N:鵬:f柵嚇:FsuMte『
０

infectionEnsheathed-
zoitesin

lＯＭｅｓ､１．，．

催29992匹雌,，末

＋
＋
＋
＋

Ｌ３ｘｌＯ５

末
Mes.Ｌ、．

＊

:Killed

：Mesentericlymphnode

:５９/mouse

考察

一般にコクシジウム病の予防や治療を目的とした薬剤

は数多く報告されているが，その多くはニワトリのコク

シジウム病を対象としたものである．このニワトリのコ

クシジウム（Ei"ｚｅｒｉα）に対しては，ＳＭよりsulfadi‐

methoxine（ＳＤ）の方がより高い殺滅効果が認められて

いる（Tsunoda，1963,1968)．しかしISosPoraに属す

るＴｂ工”んs"'αに対しては逆にＳＭの方が少量でそ

の効果が認められている（ＩｔｏｅＺａＬ，1974)．著者らは

今回の試験を行なう前にまずＳＤのＩ.γiUoJrαに対する

効果を調べたが，100ｍｇ/kg/day７日間投与ではオオシ

ストの排泄を阻止することは出来なかった．また感染マ

ウスに対しても2,000ppmを８日間餌に混ぜて投与した

が，腸間膜リンパ節から多数の被鞘原虫が検出され，そ

の効果は認められなかった（著者ら,未発表)．そこで今

回はＳＭのＩ.γ伽Ｚｒαに対する効果を調べたその結

果，５０ｍｇ/kg/day以上の連続投与によってネコの腸内で

の発育を阻止できることが明らかになった．ネコ寄生

I．（UoZzaは,オオシスト投与の場合より，ネコ以外の動

物に出現した被鞘原虫を経口投与した場合の方がＯＰＧ

値が高い傾向がみられる為，今回の実験では被鞘原虫を

投与したが，ネコに直接オオシストを投与した場合でも

（２９）
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fromexperimentalpigsmedicatedwithsulfa-
monomethoxine．Ｎat・Inst、Ａｎｉｍ・Hlth
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9）角田清（1968）：鶏の衛生．ロ獣会誌，21,

39-43.

10）角田清・石井俊雄（1971）：鶏のコクシジウ

ム検査法．３０頁，鶏病研究会，東京．

の効果を調べた．

１．ネコに被鞘原虫（オオシストを経口投与すること

によりマウスの腸間膜リンパ節に出現した原虫）を経口

投与し，sulfamonomethoxineの200ｍｇ/kg/day，１００

ｍｇ/kg/dayおよび５０ｍｇ/kg/dayの３投与群をもうけ，

それぞれ感染当日から７日間餌に混ぜて投薬した．その

結果，オオシストの排泄は全く認められず，腸粘膜での

発育を完全に阻止した．

２．上記ネコの腸以外の臓器を食べさせた次代のネコ

では全例オオシストの排泄が認められた．したがって投

薬ネコの臓器内には原虫が生存していた．

３．オオシストをマウスに経口投与し,sulfamonome‐

thoxine2,０００ppmを感染前日から８日間餌に混ぜて投

薬した．その結果，腸間膜リンパ節から多数の被鞘原虫

が検出され，その効果は認められなかった．
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Effectofsulfamonomethoxine（ＳＭ）againstISosPoノロフブuoZrawasexaminedinexperimen-

tallyinfectedcats・Ｔｈｅｃａｔｓｗｅｒｅｉｎｆｅｃｔｅｄｂｙｏｒａｌｒｏｕｔｅwiththeemulsifiedmesentericlymph
nodesofmicewhichwerepreviouslyinfectedwith1.1×１０５ｔｏ２．７×１０５１．ノブz1oZZaoocysts・

ＥａｃｈｄｏｓａｇｅｏｆＳＭｆｏｒ３ｅｘｐｅｒｉｍｅｎｔａｌｇｒｏｕｐｓｗａｓ５０ｍｇ，１００ｍｇ，and200mgrespectively，

ｐｅｒｋｇｏｆｂｏｄｙｗｅｉｇｈｔａｎｄｐｅｒｄａｙ・Theperiodofmedicationwas7continuousdaysfromthe

dayofinfection・Nonmedicatedinfectedcontrolcatsbegantodischargeoocystsfrom4tｏ５

ｄａｙｓａｆｔｅｒｉｎｆｅｃｔｉｏｎａｎｄｔｈａｔＯ・Ｐ.Ｇ・valuereachedfrom50×１０５ｔｏ1.2×１０６ａｔｔｈｅｍａｘｉｍｕｍ・

Incontrary，themedicatedcatswerequitenormaｌａｎｄｎｏｏｏｃｙｓｔｃｏｕｌｄｂｅｆｏｕｎｄｉｎｔｈｏｓｅ

ｃａｔｓｂｙｔｈｅｕｓｅｏｆｓｕｇａｒＨｏａｔａｔｉｏｎｍethod・Moreover，anyendogenousstageofI．γiuoJZa

microorganismwasnotfoundbymicroscopicexaminationatnecropsy・However，itwasfound

thatthecats，whichfedseveralvisceralorgansofthemedicatedinfectedcats，ｂｅganto

dischargeoocystsfrom5daysafterfedFromtheresultsobtained，itwasclarifiedthatthedevel‐

ｏｐｍｅｎｔｏｆＩ.γiuoZZainthecatintestinewaspreventedperfectly・Whereas，thetrophozoitespe‐

netratedvisceralorgans，exceptthesmallintestine，ｗｅｒｅｎｏtpreventedbytheSMmedication・

ＭｉｃｅｉｎｆｅｃｔｅｄｗｉｔｈａｄｅｇｒｅｅｏｆＬ３×１０５ｏｏｃｙｓｔｓｏｆＩ．γ/ＵｏＪＺａｗｅｒｅｅｘａｍｉｎｅｄｏｎｔｈｅｅｆｆｅｃｔ

ｏｆＳＭ・Ｔｈｅｄｒｕｇｗａｓｍｉｘｅｄｗｉｔｈａmousefeedattheconcentractionof2,000ｐｐｍ・Theperiod

ofmedicationwas8daysfｒｏｍｏｎｅｄａｙｂｅｆｏｒｅｔｏ６ｄａｙｓａｆｔｅｒｉｎｆection，Ｔｈｅａｍｏｕｎｔｏｆｍｅｄ‐

icatedfeedsuppliedwas5gpermouseaday・Thosemiceweresacrificedatl3dayｓａｆｔｅｒｉｎ‐

fectionandexaminedtheensheathed-zoitesinthemesentericlymphnodes・Theensheathed‐

zoiteswerefoundinalltheinfectedmiceFromtheresults，itwassuggestedthatSMfailed

toprotectthemicefromI．γiuoJminfection．

（３１）




